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「分布図の使い方２」

前号の続きです。
「分布図」を使い、値がさ株と低位株、どちらが上昇しているのかを調べてみます。

前準備としてユーザー銘柄管理に値がさ株、低位株を入力しておきます。

まず、直近(12/8)について調べます。
１１月３０日を基準日として、この日の値がさ株(株価の高い銘柄)、低位株（株価の安
い銘柄）をユーザー銘柄管理へセットします。

値がさ上位１０銘柄

ユーザー銘柄１００番へ上位１０銘柄を登録
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低位株 下位１０銘柄

ユーザー銘柄１０１番へ下位１０銘柄を登録

登録方法は、「銘柄コード」を入力していき、「日足」を選択、

日付を「2021/11/30」とし、「終値読込」をクリック、「１単元」をクリック
最後に「書込」をクリックし、保存します。

セットしたら、分布図から表示させてみましょう。
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「分布図」から「ユーザー銘柄」を選択
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値がさ株は１００番シートです。
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値がさ株の分布図

基準銘柄は「１００４」日経平均

基準日は２０２１年１２月８日 直近

過去「６」期間 これで１１月３０日との比較となります。

そして最後に「表示」をクリックします。
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同じように低位株を表示させてみます。１０１番シートです。

まだ日にちは経過していませんが、値がさ株、低位株どちらとも上昇しています。

どちらを買ったら有利とかは、まだ判定出来ません。
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次に２０２１年度の値上がりについて調べてみます。

基準日は２０２０年１２月３０日です。 昨年末です。

実際は、「月足データ」を用います。

値がさ株上位１０銘柄

ユーザー銘柄管理１０２番へ保存 2020年 12月 30日での値がさ上位 10銘柄
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低位株 下位１０銘柄

ユーザー銘柄管理 １０３番へ保存 2020年 12月 30日での低位株下位 10銘柄

※銘柄入れ替えは無視しています。任天堂は当時２２５採用ではありません。
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直近 ２０２１年１２月８日と２０２０年１２月３０日の比較

「月足」を使います。

操作方法は、先に書いた手順と同じです。

基準日は 2021年 12月

過去「12」期間 2020年 12月との比較となります。

値がさ株 ユーザー銘柄 １０２番シート
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低位株 ユーザー銘柄 １０３番シート

先の直近同様に、こちらも際だってどちらのグループが上昇しているのかの違いはなさ
そうです。
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合成チャートを作成し、比較してみます。

各銘柄は、同じ株数ではなく、「同じ金額ずつ購入する」とします。

値がさ株 １０２番シート

９９８３ファーストリテイリングが基準 １００とします。

ここをクリックし、「倍率自動」をクリックします。

そうすると、自動で他の銘柄も同じ金額となるよう株数が変化します。

上記の例だと、９９８３が１００株、９０２２は６３３．７９株仕掛ける、という具合
です。

※実際には、端数は買えません。
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低位株 １０３番シート

７２１１三菱自動車が基準 １００とします。

この例だと、７２１１は１００株、３１０３は５５．０８株仕掛ける、となります。

合成チャートの作成

「１株当たりの単価」で作成します。

値がさ株の合成チャートのコード番号は１１５２を使います。
低位株の合成チャートのコード番号は１１５３を使います。
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値がさ株 コード番号 １１５２

低位株 コード番号 １１５３

チャートを見比べただけでは、よく分かりません。
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指標１３９番を使い日経平均、値がさ株、低位株との上昇率比較をしてみます。

基準日は２０２０年１２月３０日

低位株が大きく上昇しています。

値がさ株と日経平均は似たような値動きです。

このグラフから株数を揃えるのではなく、購入金額を揃えて買った場合、低位株のほう
が上昇しています。

最初に戻り、直近で調べてみます。

１１５０値がさ株 １１５１低位株

わずかではありますが、こちらも低位株が有利のようです。

1153低位株

1152値がさ株


